
概要

活動

活動

活動

 
   
 
 
活動

   

 
201
 
B4 

 
 

「健

  

活動

 
 佐

ィング

する

の成

 

活動

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
昨年

 
「ヘ

出し

ート」

この

藤新

いた

 佐

コパ

計

私

側

通

 学

週

す

研

に

要 

動地域：東京都

動期間：2012
動体制：工学院

    佐藤総

      

動キーワード：

        

5 年度活動メ

伊豆 拓也 

健康」を

    

動経緯 

藤総合計画と

グを実施しな

るために、外部

成果をひとつの

動対象地概要

年度までの活動

ヘルスケアシ

した。さらにコン

」、「マルチハ

研究成果を報

新氏（工学院大

たシンポジウム

佐藤総合計画

パスタジアム」

を手がけてき

たちが活動に

、碁盤目状に

りに面した位

学生が行う活

１回のペース

ること、そのミ

究室で作成し

２つがある。 

都墨田区横綱

年度～継続

院大学 野澤研

総合計画  ヘ

健康、情報、

コンパクトシテ

メンバー 

島田 泰仁 

をキーと

    

と工学院大学

ながら、提案を

部講師を招い

の都市像とし

要 

動内容 

シティ」構想の

ンセプトを実現

ハウジング」、

報告するととも

大学）、豊田菜

ムが、工学院大

画は、「東京ビ

」など、数々の

きた、総合設計

に伺う東京本

に整備された

位置にある。 

活動としては、

スで行われるミ

ミーティングで

し、事前に用

綱 
続中 

研究室 
ヘルスケア研究

 
ティ、地方都

とした都

   新

学野澤研究室

をまとめてきた

いた内部勉強会

て取りまとめた

5 つのコンセ

現し、日常生

「ヒューマント

もに、ディスカ

菜穂氏（総合

大学新宿校舎

ビッグサイト」や

の有名建築物

計事務所であ

本社は、墨田区

通りのうち、清

佐藤総合計画

ミーティングに

で必要となる資

意することの

究会 

市	

都市のあ

新たな暮

室とで「ヘルス

た。2012-2013

会も実施して

た。 

セプトが提示し

生活をサポート

ランスポート」

カッションを通

合開発研究機構

舎にて 2014

や「エ

物の設

ある。

区の南

清澄

画で

に参加

資料を

の、主

あり方、

暮らし方

スケアシティ研

3 年度は、提

て議論の素材

し、「シティリン

トしていく 4 つ

」、「グリーンル

通して構想に対

構（NIRA））を

年 7 月 31 日

方を考え

研究会」を組織

提案の前提とな

材としてきた。2

ング」と呼ぶ空

つのプログラム

ループ」につ

対す る新たな

をパネリストと

日に行われた

える 

織し、定期的な

なる条件を確認

2013 年度から

空間コンセプ

ムとして、「ヘ

ついてまとめた

な視座を得よ

して参加して

た。 

なミーテ

確認・整理

らの議論

トを導き

ヘルスポ

た。そして、

ようと、遠

ていただ

  H
ea

lth
ca

re C
ity

  

ヘ
ル

ス
ケ

ア
シ

テ
ィ

 
 



20
 

【佐

 佐

ー

ィ」

構

ま

 「

限

で

【ヘ

 週

ま

い

会

 
 

【4

 昨

ー

つ

 各

願

原

015 年度

佐藤総合計

佐藤総合計画

ーズ（佐藤総合

」ほか、「隅田

構想」がある）か

とめた、小冊

「ヘルスケアシ

限られた期間で

で打ち合わせを

ヘルスケアワ

週 1 回、佐藤

り、会議を行

い資料が指定さ

会議内容 
「レポート」

各プログラ

4 つのプログ

昨年度提案し

ーマントランスポ

ついて、どのよ

各プログラム

願いし、プログ

原啓司先生に

度の活動

計画創立 70

画の創立 70
合計画が行う、

田川ネイチャー

から、新たなコ

冊子を作成する

シティ」では、

で、プログラム

をしながら、社

ワーキング】

藤総合計画東

う。そこで、来

されるので、大

」の進捗確認

ラムの検討、小

グラムの検討

した、「ヘルス

ポート」、「グリ

ような定義とす

に関連する研

グラムの基部と

講演会をお願

動内容 

0 周年に向け

周年記念を迎

、社会貢献活

ーシティ構想

コンパクトシテ

ることになった

それまで話し

ムの内容を検

社内のパソコ

】 (通年) 

東京本社にて

来週までに用

大学で作成・

認 
小冊子の内容

討】 (4 月～

スポート」、「マ

リーンループ

するか、より詳

研究をされて

とした。2015 年

願いした。 

けて】 （7 月

迎えるにあた

活動。「ヘルス

」、「ジャンクシ

ティ構築に向け

た。 

し合われたこ

検討しながら、

ンを利用して

、メンバーで集

意してもらい

・用意した。

容検討 etc..

～9 月） 

マルチハウジン

プ」の 4 つのプ

細に中身を検

いる方に、講

年度は、弘前

月～9 月）

たって、各シ

スケアシテ

ションシティ

けた提案を

とを見直しな

図版を作成す

て以下のような

集

いた

. 

ング」、「ヒュ

プログラムに

検討した。 

講演会をお

前大学の北

ながら、小冊子

する必要があ

な図版を作成

【レポート

 これまで

昨年度か

指し、章節

がインデザ

 各プログ

として、大

うな図版

子作成に向け

あったため、大

成した。 

トの作成】 (

での活動の蓄積

ら継続して作

節ごとに AXS
ザインを使用し

グラムについ

大学で Adobe
の作成を行っ

けて、提案内容

大学の夏季休

(通年) 

積を集約した

作成。今年度内

S の各担当者

し文章を作成

いて会議するの

e ソフトなどを

った。 

容をまとめた。

休暇には、社内

た、「レポート」

内の完成を目

者がまとめ、学

成している。

のに必要な資

を使用し、上の

内

」を

目

学生

資料

のよ


